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今夏の異常気候と
水爆の影響

壇田善信藤田敏夫

　は：しがき

　3月1日から数回にわたって，ビキニ環礁でアメリカ

の水爆実備が行われたが，この水爆による大気汚染が火

山の爆発に匹敵することを考え，心ある人々は世界的な

異常低温が起る可能性があり，凶作をもた亭）しはしない

かと憂えていた．ところが，そのためかど弓かは疑間が

あるとはいえ，今年は5月中旬より梅雨に入り，しかも

ほとんど蓮．H典型的な梅雨型、の気圧配置をつ父げ7月20

日を過ぎてもなお梅雨室を呈するとい5異常現象が出現

した．しかもこのよ弓な異常現象は何も本邦附近のみに

と黛まらずヨー・ッパやアメリヵでも起っていると新聞

ラジオは傳えている．こ」では今夏の異常気候を概観

し，クラカトア，及びカトマイ両火山爆発後の気温変動

と比較し，このよ弓な異常気候の原因が水爆実瞼によっ

て生じた大気汚染のために全11t界的な低温が生じその世

界的な低温．によってジエットが例年より南偏しているた

めであることを推淀iした．

　梅雨季の異常低温

　第1図は今年6月の本邦附近の亭均気温の偏差図と，

6月のH照率の分布を示したものであるが，これらの図

から著しい特徴が見られる．即ち，本邦の6月の気温ほ

全地域にわたつて負の偏譲を持ち，特に中部地方以北の

内箆では20C以上も低くなっている．この現象は非常

に著しいものであって，多くの測候所で測候所開設以来
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　　　（a）　　　　　　　　（b）

：第1図　1954年6月雫均気湿（OC）及び

　　　　日照率（％）び）雫年差図

1954年8月

の最低の月亭均値を観測している．叉東北地方の太亭洋

岸が特に低くなっているがこのことは束北の農民が最も

いみきら5「やませ」が吹きつ黛いたことを物語ってい

る．

　日照率の分布図からは関東南部が最も悪く北海道は比

較的好晴にめぐまれたことを示しているが，このことか

ら本邦南岸沿いに梅雨前線が停滞し，定常的なオホーツ

ク海高気圧から北東風が吹き込む地方では陰曇な天気が

つ黛き気温も亭てトより著しく低くなっている．これに反

し，オホーツク海高気圧の北西部にあたる北海蓮北部の

よ弓な所でぽ気温も他に比べてそれ程低くなっておらず

ト1照も亭年より多くなっている所もある．この傾向はお

そP）く樺太やオホーツク海の北岸では更に著しいであろ

ろ．

　このよ5な特異な気候変動はなにも本邦ばかりではな

く，正確な資料がないため定量的に示すことはできない

が，新聞のニュースを総合すると，イギリス，フラソス

ォーストリヤ等，ヨーロッパの南西部でも著しく低温で

雨量も多く各地で出水騒ぎが起っている，その反面，ソ

同盟や北米では暑さがはげしく，又印度でも今年はモソ

スーソがほとんど吹かず，雨量は亭年の40％にも足ら

ない程で浅）るといわれている。

　クラカトア，力トマイ雨火山爆発後の気候の異常変動

　このように今年は本邦のみなF）ず全世界的に異常な気

候変動が観測されているが，これが果してアメリカの水

爆実瞼の影響によるものであるかど5かという間題が起

ってくる．ところで，水爆は人類の歴史ではじめて製造

され，実験されたものであるから，気候に対する水爆の

影響をはっきりつかみだすことはもちろん不可能であ

る．従って，こ」では，水爆の実瞼と火山の大爆発とは

よく似た現象であるといわれているので，火山の大爆発

の凌）った後の気候変動と今年の気候変動との類似点があ

るかど5かを求め，今年の異常な気候変動が水爆の影響

か否かを推定することにした．

　クラカトア火山は1883年（明治16年）8月27卜1に，

又，カトマイ火肉は1912年（大正2年）6月6rlにそれ

ぞれ大爆発を起し，多量の火山友を室高く吹き上げた．

そのため全世界でピショップ環をはじめとした種々の光
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学現象が観測されると共に全世界的な低温が略々3年に

亘って起り，各地で凶作が起った．クラカトアの場合に

は，種々の観測から火山友は略々30kmの高度まで吹き

上げられ，およそ3年聞室気中に浮游していたといわれM

．ている．

　第2図はクラカ，トア火肉爆発の翌年（1884年）の6，

7，8月の堆界の月亭均気温の偏差図を示し驚ものであ

る．資料はWorld　Weather　Recordを使った．6月
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（a）

第2図

　　　　　　　　　　　　　（b）　　　　　　　　　　　　　　（c）

1884年（クラカトア火山爆発の翌年）月別平均気温の李年差の分布．

実線は正偏差，点線は負偏差を示す．

の図を見ると興昧ある事実がわかる．すなわち，全世界

的には概して低温であるが，地域的に李年より高温の所

が現われている．ヨーロッパ南西部，シベリヤ北西部極

東等は著しい低温を示し，それに反しヨー・ッパ中部，

イソド，アメリカ中部等が高温になっている．しかも興

昧あることには，こ¢ぱ弓なアノーマリの配置が，今年

の6月の全世界的な異常気候の傳えられている地域とほ

とんど完全に一致しているとい5ことである．もちろん

まだ今年の6月の気温のアノーマリを作ることができな

いから完全に一致しているかど5かの疑間があるが？日

本をはじめとして．イギリスやフラソス等に於ける異常

な低温やソピエットやア〆リカ，イソドの異常な暑さを

傳えるニュースがもし正確であるならば今年の異常な気

候変動が火山爆発後の異常な気候変動とかなりよく一致

していることがわかる．
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　7，8月になると，日本附近のアノーマリの形はほと

んど変化がないが，ヨーロヅパやアメリカではかなり変　　　＼

動が生じている．すなわち，ヨー・ッパ中部にあった高

温部は徐々に西に移動し8月には今迄低温部であったイ

ギリス，フラソス附近が高温部になり，ヨー・ッパ中部

は逆に低温部になっている．

　カトマイ火山の爆発の場合は細い点は少し異なるが大

勢においては略々クラカトアの場合と同じよろな状態に

、なっている．第3図はカトマイ火山が爆発した直後の

1912年の6，7，8月の気温偏差図を示したものである免
　　　　　　　　　　　　　ヨクラカトアの場合と同様に，日本附近シペリヤ北西部．

ヨー・ッパ南部が低温域になっており，ヨー・ヅパ中部

イソド，アメリカ中部が高温域になっており，6，’7，

8月と月が進むにつれて少しづx西の方へ移動してい　　喰

る．しかし，クラカトアの場合と異なりこの移動はそれ　　　ノ
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（a）

第3図

　　　　　　　　　　　　　（P）　　　　　　　　　　　　　　（c）

1912年（カトマイ火山爆発の年）月別耶均気温の李年差の分布．

実線は正偏差，点線は負偏差を示す．
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程顕著ではない・これは第3図はカトマィ爆発直後のも

のであり，『第2図はクラカトア爆発後略々1年暖のもの

であるために生じたものかあるいは爆発の規模あるいは

機構そのものの相異から生じたものであろ弓．．しかし何

れにしろ，クラヵトァ，ヵトマイ両火山爆発後の夏季の

気候の異常変動は極めてよく・一・致しており，しかもそれ

が今年の6，7月の気候の異常変動ともかなりよく類似

していることは明らかである．従って，正確な資料がな

いのではっきりしないが今年の異常な気候変動は水爆の

影響によるものであるといえるであろ．ろ．

　異常な気候変動の発生機構

　火山の爆発や水爆の爆発によって空高く吹き上げられ

た友が太陽光線をさえぎり全世界的な低温をもたらすの

であるが何故一様な低温をもたらさないで，このよろな

地域的に異った．候変動を生じるのであろうか．クラカ

トアやカトマイの場合の正確な天気図が得られないので

もちろん正確なことはいえないが，このよろなアノーマ

リの分布をもたらすためには略々定常な気圧配置が必要

になってくる．そのよろな気圧配置を起すものとしてブ

ロッキソグ現象が考えられるのでのRexのブロッキソ
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第4図大茜洋ブ・ラキング卿例の除の地』灘

　　　　　　上気温の等アノーマリー線の分布．　　　　、権

グの論文を参照してみよう．

　第4図は大西洋のプロヅキソグの夏の例の際の気温の1』1

アノーマリの分布を示したものであ猟アノーマ、リゐ耀
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な異常気候を生じるものと考えられ，「』i宝囎

る・しかも特にヨー・ッパ中部のご1澱、

プ㍗キソグ高気圧は6・7ゲ8月そ1旛
と月が勘にづれて西に移動し裟☆囎…

のためアノーマリ縫体として酢☆驚

轡瓢編月の漁耀
められる・第5図は本年6月の500・！麟

mb面の李均天気図とその偏差歯』☆

を示したものであるカ㍉予獣樋』巽

り・中部ヨー・ッパ・オホーマク，☆礁

海・アメリカ北西部にブロツキゾグ自△驚

高気圧あるいはそれに類したリッヂ』嘘

があり・そのよろな場所で鰭も正零

になっている．すなわち1このよろ．l　l演

なブロッキソグ高気圧は例年より，著1講講

しく彊いことを示している．こめこ・

とは第6図を見るともっと明瞭にな’・
る．この図ほ今年の6月の月鞠灘

ジ土シ・ゆ位置ど僻のジェヅトの』．講

位置を比較したものであるが，1アメ◇，蕪

リカ北醐瞭料の関係で不明であ・．獺

一るが沖部ヨー・ッパ汲細本附鑛．
近の今年のジ翻トの分蹴極めで鑛1
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第5図

（a）　　　　　　　　　　　　　（b）

1954年6月李均500’mb面高度図と偏差図．

偏差図の実線は正域，点線は負域を示す．
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で示した今年

7月15～19日

の500mbの
牛旬李均天気

図をみても明

らかである．

しかも，第7

図ではブロツ
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なっているの
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イン．（単位は100フイート）
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の場合に比べてより異常になるのではないかと懸念され

・る．

　500mb面の偏差図のアノーマリの分布は大体気温の

アノーマリの分布を現わすといわれている．第5図のア

ノーマリの分布とクラカトア，カトマイの場合の6月の

気温のナノーマリの分布を比べてみると，シペリア北西

部を除きその形が非常によく一致していることに気がつ

く．従って，このことからも火山の爆発の場合も水爆爆

発の場合も極めて同じような異常な気候変動をもたらす

’ことカ：分る．

　では，何故火山の爆発や水爆の爆発のあとではこのよ

5にブロッキソグ現象が卓越するのであろ5か，この問

　　　　　　　　　　　　セ題を解明するにはブロッキソグ現象の発生機構が正確に

分らない限り分らないであろう．従ってこ～では次のよ

ぢに推論した．

　Rexによるとブロッキソグ活動は4～5月頃極大に

なり8～9月頃極小になるような季節変動をしている・

　（第8図）一方偏西風のジェットも第9図に示すよろな

；季節変動をしている．この図は700Cのジェヅトの季’節

変動を示すものであるから，もちろん全世界で李均をと

　z
！4

7　8　9　IO　1し　12　1・　2　－5　4　5　6　7月

第9図70。Eにおけるジエツトストリ．一ム
　　　　の年変化．　（単位m／sec，Normal

　　　　chartrこよる）
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第8図　ブロツキング活動の季節変化．
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っ’たジェットがこのよろな季節変動をするとはいえな

い．しかし大勢は示しているものと考えられる・ブロッ

キソグ活動の季節変動は偏西風のジェットの季節変動に

おそらく関蓮しているであろら．ところで火山の爆発や

水爆の実験によって細い友が成暦圏高くまで吹き上げら

れ入射してくる太陽光線をさえぎり地球をとηまく大気

の温度を低下させたとする．ジェットの季節変動は気温

の変動によって生じているのであるから，’もし尊のよ5

、な現象が起るとジェットは第9図で示したような正常な

変動を起さず，6，7月になっても5月頃の位置，すな

わち例年より南に偏した位置にあるであろ5・そ5する

と，5月頃ブ｝ッキソグ活動が極大に達するので，ジエ

ットが例年の5月頃の位置にあればやはりブロッキソグ

活動も盛んになり，ブロヅキマグの発生回数も例年より

多くなる．従って例年とは著しく異っ準気候をもたらす

のである．

　ジェットの位置とブロヅキソグの関係について筆者の

ろちの1人は梅雨現象はヒマラヤによるジェットの分離

によるブロ．ヅキソグ現象であることを示し，ジェットの

位置とヒマラヤとの関係によって梅雨が起ったり起きな

かったりすることを理論的に設明した．第6図から700E

の今年の6月と李年とのジェットの位置を求めてみると

明らかに今年の方が著しくジェットが南偏しており・典

型的な梅雨現象を起すのに好都合な状態を示しているこ

とが分る．このことは第7図をみるともっと顕著になっ

ている．

　結　語
　　クラカトア，カトマイ両火山爆発後の6月の気温のア

ノーマリの分布と今年の異常気候の現われている地域が

略一致していることを示し，更にこのよろな異常気候が

ジェットの南偏によるブロヅキソグ高気圧によるもので

あることを推定し，水爆実瞼が火山の大爆発と同檬に世

界的な異常な気候変動をもたらし得ることを示した・

　　この小論には，特に今年の資料が下正確であるため，

十分なものではなく，今後の資料の蒐集と相まって変更

され改められる点も多いことと思ろ・しかし，，最近にい

たり，クラカトア，カトマイ等の火山の爆発後に現われ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14頁へつ欝く．、）
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第2表狭）・地域内の地中温度のちが）・（その2）OC

3 月 の　　場　　合

日

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

観　測　区　番　与

12345．67814．415．1　14．3　14．3　14．915．3　14．5　14．6

14．2　14．4　14．3　14．2　15．2　14．8　14．．2　14．5

　9．7　9．8　9‘4　　9．410．0　9．9　9．5　9．5

8．78．88．38．58．78．68．48．6
14．3　14．1　13．7　13．5　14．4　14．5　13．5　14．0

』15．415．215．115．015．415．614．915．3－

12．412．312．012．012．411．311．912．2・

10．2　9．9　9．6　9．510．0　9．7　9．4　9．6

9．810．0969．9 9．99．99．79．8
14．114．7］3412．813．814．013．013．8－

10．410．3．コ0．0　9．910．310．310．110．41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ14．514．714．313．814．814．613．713．gl

　　　　　　『　　十｝

Max
＿Min卒均

1．0

1．0

0．6

0．5

1．0

0．7

0．51

0・31

0・41

1．9i

O．51

1．1i

5 月 の　　場　　合

ll日
1

観　　測　　区　　番　　号

1　　2　　3　　4　　5　　6

Max
－Min

14．67　、15　　　　　19．2　18．7　19．8　18．0　19．9　20．6　　2．6

14．47－　16　　　　　20．0　19．7　20．5　19．020．6　21．．1　　2．1

9．65、18　　　　　18．0　コ7．8　17．9　17．8　18．2　18．0」．0．4

8．60　19　　　　　20．520．221．219．621．321．5　　1．9

14．001　20、　　　　　21．0　20．6　21．5　20．1　22．1　22ボ5　　2．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
15．20　21　　　　　19．5　19．0　19．7　18．919．7　20．0　　1．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112．20　22・20．520．421．119．421．221．9　　2．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
9．72　23　　　　　18．3　17．7　18．3　17．0　18．3　19．0　　2．0

9．7324，18．518．519．318．119」720．01。9

13．7α　25　　　　　11：lll：1謙111：111：ll　l：象、。．2、126

14．281

　　i　　　No．7，3の温度計は都合で撤去した．

李均

19．36

20．15

17．95

20．21

21．30

19．70

20．75

18．10

19．01

・16．96

16』38

差は3月においては0・3～1・10C，亭均0．830Cであり，

5月においては0・4～2・60C李均1．650Cである．いず

れの場合も最高及び最低を示す区は，だいたい一定の傾

向が認められるよ5になっている．またこれら毎日の観

測値についてTompsonの棄却鹸定を行5と，これらの．

値はどれも，95％以止の確率にて現われる可能性のある

値である．すなわちこの6m2の地域の地中温度はだい

たい一定の値のものとみなすことができる．しかしなが

ら各区の観演“値の差は，気温の高い白ほど大である傾向

が詔められ，夏季のもっと気温の高い場合，地表のよう

，に日較差の大きいところでは，さらにこの差は大になる

のではないかと考えられる．

　N　さらに岡田一次氏等は細かい目のふるいでふるい

ナわけた土壌を，注意して測定させた試験区1mの間に，

10cm間隔に配列した曲管地中温，度計で，深さ5cmの

地中温度を毎日10時に観測して，毎日の観測値の最高

及び最低の差が0．30Cであるという結果を得ている．

（未発表）

　以上の結果からみると，曲管地中温度計によって観測

した，普通の畑地などの地中温度は，その地点の温度を

示すものではあるが，農業気象の立場などから我々が普

通にほしがるところの，相当広い範囲にわたる代表的，

または李均的な地中温度とはいいがたいようである．我

々には普通には後に記したよぢな地中温匿が観測できる

ならば，多少の時聞的な示度のおくれなどは問題となら

ないことが多く，この点にも農業気象用測器の間題が残

っているといえよろ．

　この観測は昭和22年に行ったもので，第1回の観測

は主として山中囲利氏が，第2回の観測は主として落合

次郎氏が担当された．　　　’　　（中央気象台）

ロ”【1」■1『0』”r　l』畠71』I　rl」書■r　l・』一rl－l　r　I』I　rl』塵r8－17・一lr』』農rl。』175』87巳』I　rI』1♂巳』171』l　r　I』直〔‘』r・8』I　rUn　r　l』8

書　評　　　　　　　　　　　　　一

気候学集報2一気候学閲係丈献目録一

　　　　B5－46頁，1954年5月，150円

東京数育大学地理学数室内気候談話会

　　　最後にこの1年間の候気談話会の活動状況と学界の動き

　　　が記事として1頁附け加えられている．気候学に関心を

1　　　持つ研究者，特に隣接学間の研究者や地方在住の研究者
・i　　に便利である．

　気候学集報の1号には邦文の気候学関係の文献が

1950年まで10年分についてまとめられた．第2号は

その続きであって，今度は1951年52年の2年分につ
いて邦文の部と，新に欧文の部が加っている．内容は，

気候学と気候誌に大別され，気候学の方は総論気候要

素，動的気候学，小気候及微気候，季節学，気候変化，

一産業気候，応用気候，気候災害に細分され，気候誌の方

は邦文の部では各地方別，欧文の部では各洲別位で分類

されている．日本の現状からいって，文献を全部集める

ことは殆んど不可能に近いので，完壁は期し難いが，將

来つねにこれを補って刊行を続ける予定になっている．

　，14』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（28頁からつ讐く）

たよろなピショップ環に類した光学現象も現われてヤ1る

といわれていることであるから水爆による凶作の可能性

は今もなお存在しているものと考えられる．われわれは

5月の気象学会の総会で水爆禁止の決議を行ったのであ

るが，この決議をさらに彊固にするための資料による裏

付げは今最も要望されていることと思ろ．この小論が多

数の方の討論の対象となり，そのための小さな足がかり

となり水爆禁止の蓮動の一助にでもなれば幸いと思う．

絡りにいろいろと御瞼討下さった予報研究室の方々に感

謝する．．　　　　　　　一　’　　（気象研究所）
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